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２０２３年 １０月 ８日  第 467 号 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 
℡  86-2985 
Fax 86-0415 

岡田 重美 
⼟⼭町南⼟⼭甲 78-15 

℡ 66-0696 
Fax 66-0696 

西山 実 
⽔⼝町本丸 3-28 
℡ 62-3044 
Fax 62-3044 

 

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対
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光
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井

進

田

中

喜

克

令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定 市長 中島　裕介 西山　実 認定 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 市長 北田　麗子 岡田　重美 認定 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出の決算の認定 市長 田中　新人 岡田　重美 認定 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度介護保険特別会計歳入歳出の決算認定 市長 木村　眞雄 岡田　重美 認定 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

令和４年度水道事業会計など６つの事業会計・特別会計の認定 市長 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

市民センターをコミュニティセンターにし指定管理にする条例改正 市長 西村　慧 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

令和５年度一般会計など４つの補正予算 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

現行の健康保険証の存続を求める意見書 岡田　重美 西山　実 西田　忠 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

高等教育の無償化等に関する意見書 西山　実 岡田　重美 木村　眞雄 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

県立小児保健医療センターのベッド削減に注視を求める意見書 山岡　光広 岡田　重美 瀬古　育司 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

子どもの医療費助成拡充に伴う財政負担に関する意見書 山岡　光広 西山　実 小倉　剛 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

ブラットバッチ療法に対する適正な診療上の評価を求める意見書 堀　　郁子 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

下水サーベランス事業の実施を求める意見書 田中　將之 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

オウム真理教に対する公安調査庁による観察処分の期間更新を求める意見書 橋本　律子 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

提出 可否

共産党 凜風会

討論なし

議

長

の

た

め

裁

決

に

加

わ

ら

ず

無会派公明党自由民主党誠翔会

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

 ２０２３年９月定例議会は、８月２８日開会し９月２７日に閉会しました。中心は、令和４

年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算認定。日本共産党は、３３議案のうち５議案につ

いて理由を述べて反対しました。また日本共産党が議案提案権を生かして４つの意見書を提案

しました。うち子どもの医療費に関する意見書については賛成多数で可決。詳細は下記表参照。 

 

日
本
共
産
党
が
提
案
し
た
「
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
財
政
負
担
に

関
す
る
意
見
書
」
が
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
山
岡
議
員
が
提
案
、

西
山
議
員
が
賛
成
討
論
、
反
対
討
論
は
自
民
党
誠
翔
会
の
小
倉
剛
議
員

が
行
い
ま
し
た
。
山
岡
議
員
の
一
般
質
問
に
対
す
る
答
弁
で
市
長
も
「
県

と
市
町
が
二
分
の
一
負
担
が
望
ま
し
い
」
と
の
態
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

知
事
が
高
校
生
ま
で
拡
大
の
方
針
を
示
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
日
本
共

産
党
甲
賀
市
議
員
団
も
市
長
に
費
用
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
申
入
れ

て
い
ま
し
た(

写
真)

。 
 

 

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
を
求
め
る
審
議
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

で
４
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
大
切
な
税
金
が

暮
ら
し
応
援
・
福
祉
や
教
育
を
伸
ば
す
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
無
駄
な
支
出

は
な
い
か
、
今
後
に
生
か
す
べ
き
教
訓
は
、
な
ど
市
民
目
線
で
積
極
的
に
発
言
。

採
決
で
は
西
山
議
員
が
討
論
で
理
由
を
述
べ
反
対
し
ま
し
た
。
以
下
は
骨
子
。 

引
き
続
く
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
加
え
異
常
な
物
価

高
騰
で
市
民
の
暮
ら
し
が

大
変
に
な
っ
て
い
る
な

か
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
施
策
が
講
じ
ら
れ
た

の
か
ど
う
か
。
主
に
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
施
策

だ
が
、
支
給
要
件
に
届
か

ず
、
不
用
額
が
多
い
。
本

当
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に

支
援
が
行
き
届
い
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。 

 

歳
入
は
市
民
税
が
伸
び

て
い
る
が
、
個
人
市
民
税

の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

は
、
２
百
万
か
ら
３
百
万

円
の
所
得
階
層
が
最
も
多

い
。
市
民
の
懐
を
温
め
る

施
策
が
必
要
。
ふ
る
さ
と

納
税
は
３
億
３
千
万
の
寄

付
が
あ
っ
た
が
必
要
経
費

等
を
除
く
と
収
入
は
多
く

な
い
。
本
来
、
歳
入
確
保

の
財
源
で
は
な
い
。 

歳
出
は
、
子
ど
も
医
療

費
無
料
化
が

１０

月
か
ら

中
卒
ま
で
拡
充
さ
れ
た
。

一
貫
し
て
指
摘
し
て
き
た

職
員
の
長
時
間
労
働
。
時

間
外
勤
務
手
当
は
２
億
３

千
万
円
。
長
時
間
労
働
の

解
決
に
は
業
務
量
の
見
直

し
と
職
員
適
正
配
置
が
必

要
。
業
務
委
託
で
一
者
随

契
が
約

７５

％
と
異
常
に

多
い
。 

西山実議員 

１０月１日付で、無所属の田中喜克議員が、自由民主党誠翔会の会派に入りました。上記の表は「無会派」のまま。 


